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ア
オ
サ
の
種
付
け

ア
オ
サ
の
種
付
け

作
業
始
ま
る

作
業
始
ま
る

９
月
、
獅
子
島
地
区
や
諸
浦
地
区
な
ど
町
内

で
ア
オ
サ
ノ
リ
の
種
付
け
作
業
が
始
ま
っ
た
。

幾
重
に
も
重
ね
ら
れ
た
専
用
の
網
が
海
岸
沿

い
に
張
ら
れ
た
。

年
明
け
か
ら
の
収
穫
に
向
け
て
、
本
格
的
な

作
業
が
始
ま
る
。

薄井地区の危険箇所対策は（前田　穗）

新型コロナ感染症対策は（上筋　睦雄）

大学・高専との包括連携協定は（兒玉　誠）

県道の冠水対策は（竹山　司郎）

種苗生産の経緯と今後の取り組みは（小田　勝志）

９月の一般質問は…



臨時会 ・定例会で決まったこと
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工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結
や
計

画
策
定
な
ど
議
案
７
件
を
審
議
、

協
議
し
た
結
果
、
原
案
の
と
お
り

可
決
し
、
令
和
２
年
度
決
算
15
件

を
認
定
し
た
。

可
決
さ
れ
た
議
案
は
、
指
江
支

所
庁
舎
改
修
工
事
の
工
種
内
容
変

更
に
伴
う
請
負
工
事
変
更
契
約
の

締
結
や
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計

画
の
策
定
。

ま
た
、
６
日
の
本
会
議
で
川
添

健
町
長
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率

の
向
上
を
目
指
し
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
拡
大
な
ど
の
施

策
展
開
で
、
２
０
５
０
年
ま
で
に

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
実
質
ゼ
ロ

を
目
指
す
「
長
島
町
二
酸
化
炭
素

実
質
ゼ
ロ
宣
言
」
を
宣
言
し
た
。

地
域
活
力
の
向
上
を
目
指
し
て

過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
を
策
定

令
和
３
年
第
４
回
長
島
町
議
会
臨

時
会
が
７
月
19
日
開
か
れ
、
専
決
処

分
１
件
を
承
認
し
、
契
約
な
ど
議
案

３
件
を
審
議
し
原
案
の
と
お
り
可
決

し
た
。

専
決
処
分
は
、
国
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
確
保

事
業
費
臨
時
補
助
金
を
活
用
し
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
会
場（
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館
）

の
照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
た
工
事
請
負

費
８
５
１
万
４
千
円
。

令
和
３
年
第
３
回
長
島
町
議
会
定

例
会
が
９
月
３
日
か
ら
22
日
ま
で
20

日
間
の
日
程
で
開
か
れ
た
。

５
月
の
大
雨
に
よ
る
農
地
災
害
の

復
旧
経
費
や
鷹
巣
図
書
館
を
旧
鷹
巣

診
療
所
に
移
設
す
る
た
め
の
工
事
請

負
費
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
令
和
３
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
４
億
７
２

０
８
万
３
千
円
追
加
、
総
額
１
１
１

億
６
９
６
１
万
５
千
円
）
の
ほ
か
、

定
例
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

指
江
支
所
庁
舎
改
修
工
事
請

負
変
更
契
約
を
締
結 

　

役
場
指
江
支
所
２
階
の
出
入
口
を
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
し
、
２
階
ト
イ
レ
な
ど

を
改
修
す
る
。

　

１
１
４
３
万
９
千
円
を
増
額
し
（
総

額
９
９
２
１
万
９
千
円
）、
工
期
を
令

和
４
年
２
月
28
日
ま
で
に
変
更
す
る
。

臨
時
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

伊
唐
港
整
備
工
事 

　

浮
き
桟
橋
本
体
部
分
を
工
場
で
製
作

し
、
伊
唐
地
区
ま
で
海
上
運
搬
す
る
。

　

請
負
金
額
１
億
３
６
９
５
万
円
で
、

工
期
は
令
和
４
年
２
月
18
日
ま
で
。

テ
ィ
エ
ス
株
式
会
社
と
契
約
締
結
。

港
整
備
交
付
金
工
事 

　

本
浦
地
区
に
浮
き
桟
橋
を
固
定
す
る

係
留
杭
を
４
本
設
置
す
る
。

　

請
負
金
額
９
４
８
２
万
円
で
、
工
期

は
令
和
４
年
２
月
４
日
ま
で
。
阿
久
根

建
設
株
式
会
社
と
契
約
締
結
。

過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画

を
策
定 

　

過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
支
援
に

関
す
る
特
別
措
置
法
の
施
行
に
よ
り
、

過
疎
地
域
に
お
け
る
持
続
可
能
な
地
域

社
会
の
形
成
や
地
域
資
源
を
活
用
し
た

地
域
活
力
の
さ
ら
な
る
向
上
の
実
現
を

目
的
に
、
令
和
３
年
度
か
ら
７
年
度
ま

で
の
長
島
町
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計

画
を
策
定
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
再
交
付

に
係
る
手
数
料
条
例
を
改
正 

　

行
政
手
続
き
に
お
け
る
特
定
の
個
人

を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に

関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
よ
り
関
連

す
る
３
条
例
を
改
正
。

　

主
な
も
の
は
、
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
）
カ
ー
ド
の
再
交
付
手
数
料
の

徴
収
が
、
町
か
ら
発
行
元
の
地
方
公
共

団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
に
変
更
さ
れ

る
た
め
、
関
連
す
る
規
定
を
削
除
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
発
行
手
数
料
を
町
の

収
入
と
し
て
い
た
が
、
改
正
に
よ
り
徴

収
し
た
手
数
料
を
歳
計
外
で
受
け
入

れ
、
同
機
構
に
納
入
す
る
。
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 その他の主な事業費（単位：千円）

主な補正予算（定例会分）

鷹巣図書館移設整備事業鷹巣図書館移設整備事業

49,408千円49,408千円

鷹巣図書館を旧鷹巣診療所に鷹巣図書館を旧鷹巣診療所に

移設するため、旧診療所１階を移設するため、旧診療所１階を

改修する。改修する。

５月豪雨により被災した農地５月豪雨により被災した農地

の復旧経費。の復旧経費。

旧鷹巣診療所駐車場整備事業………………3,442

学校教育施設整備基金積立金……………100,000

地上デジタル放送無線共聴基本調査委託料………

2,640

県指定航路（幣串・水俣航路）補助金………5,390

旅券交付窓口端末機購入等経費………………369

薄井・葛輪漁港整備事業に係る負担金……33,110

新型コロナウイルス感染症対策時短要請協力金…

5,986

県管理港湾の建設事業に係る負担金………49,696

農地集積などに係る研修経費…………………745

24,909千円24,909千円
農地災害復旧費農地災害復旧費

〇国民健康保険診療施設特別会計

・臨時医師等報償金…………………………13,962

〇介護保険特別会計

・介護保険システム改修費……………………825

・国庫補助金清算還付金……………………7,484

 特別会計補正予算（単位：千円）

議案に対する討論

提
案
理
由
の
説
明
で
は
、
指
江
支
所
庁
舎
の
２
階
に

避
難
所
を
開
設
す
る
た
め
の
追
加
工
事
と
の
説
明
で

あ
っ
た
た
め
、
地
元
企
業
の
雇
用
な
ど
考
慮
し
別
途
工

事
の
発
注
が
妥
当
と
思
い
、
常
任
委
員
会
へ
の
審
査
付

託
を
要
望
し
た
。

委
員
会
に
お
い
て
詳
細
に
審
査
し
た
と
こ
ろ
、
１
階

の
公
金
取
扱
所
や
図
書
館
出
入
口
の
移
設
、
変
更
契
約

の
方
が
経
費
が
安
価
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
確
認
で
き

た
。今

後
は
、
図
面
な
ど
使
用
し
て
、
わ
か
り
や
す
い
説

明
を
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
て
賛
成
す
る
。

賛　成反　対

今
後
は
わ
か
り
や
す
い
説
明
を
求
め
る

浦　

弘
成　

原
案
の
計
画
で
は
、
町
の
姿
が
描
け
な
い
。

原
案
の
内
容
は
、
令
和
２
年
度
ま
で
に
実
施
し
た
事

業
の
羅
列
で
、
ハ
ー
ド
事
業
が
主
と
な
り
、
ソ
フ
ト
事

業
は
希
薄
。
疫
病
対
策
や
、
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る

項
目
が
不
足
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な

い
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
し
て
は
、
後
ろ
向
き

で
消
極
的
な
表
現
が
多
く
展
望
が
見
込
め
な
い
。

計
画
の
改
正
案
提
出
を
求
め
て
反
対
す
る
。

【
議
案
第
74
号
】

　

長
島
町
役
場
指
江
支
所
庁
舎
改
修
工
事
請
負
契
約

　
　

の
変
更
に
つ
い
て

【
議
案
第
75
号
】

　

長
島
町
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

町
の
展
望
が
描
け
な
い　

上
筋　

睦
雄



− 4 −

令
和
２
年
度
決
算
を
認
定

大
型
事
業
で
町
の
家
計
は

令
和
３
年
第
３
回
長
島
町
議
会

定
例
会
で
は
、
令
和
２
年
度
の
一

般
会
計
と
13
の
特
別
会
計
、
水
道

事
業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い

て
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
に
付

託
さ
れ
た
。

議
決
さ
れ
た
予
算
が
目
的
に

沿
っ
て
適
正
か
つ
効
率
的
に
執
行

さ
れ
た
か
、
ど
の
よ
う
に
行
政
効

果
が
発
揮
で
き
た
か
、
今
後
の
行

政
運
営
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
改

善
、
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
か
を

主
眼
に
審
査
し
た
。

下
の
第
１
表
は
、
一
般
会
計
の

決
算
状
況
を
グ
ラ
フ
化
し
た
も
の

で
、
歳
入
決
算
額
か
ら
歳
出
決
算

額
を
差
し
引
い
た
残
額
は
、
６
億

５
７
４
６
万
円
で
、
翌
年
度
（
令

和
３
年
度
）
へ
の
繰
越
額
を
差
し

引
く
と
５
億
５
２
８
７
万
円
の
黒

字
と
な
っ
た
。
こ
れ
か
ら
前
年
度

（
令
和
元
年
度
）
の
実
質
収
支
額

を
控
除
し
た
単
年
度
収
支
額
も
、

３
億
１
４
９
３
万
円
の
黒
字
と

な
っ
た
。

令
和
２
年
度
は
、
役
場
庁
舎
改

修
な
ど
の
大
型
事
業
に
加
え
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
係
る

事
業
経
費
な
ど
と
合
わ
せ
て
、
一

般
会
計
予
算
額
は
一
時
１
４
５
億

円
を
超
え
た
。
決
算
で
は
１
３
５

億
円
ま
で
歳
出
経
費
を
抑
え
ら
れ

た
も
の
の
、
前
年
度
と
比
較
し
て

も
約
９
億
円
の
増
額
と
な
り
、
特

別
会
計
と
合
わ
せ
た
歳
出
決
算
額

は
１
８
５
億
円
と
な
っ
た
。

水
産
種
苗
供
給
特
別
会
計
が
令

和
３
年
３
月
31
日
で
廃
止
と
な
っ

た
こ
と
に
伴
い
、
決
算
に
よ
り
生

じ
た
余
剰
金
１
３
２
万
円
は
一
般

会
計
の
歳
入
へ
編
入
さ
れ
た
。

令
和
２
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
水

道
事
業
会
計
（
公
営
企
業
会
計
）

で
は
、
水
道
事
業
収
益
が
３
億
４

０
３
５
万
円
で
、
う
ち
給
水
収
益

は
１
億
９
０
７
３
万
円
で
収
入
の

56
％
を
占
め
た
。
一
方
、
水
道
事

業
費
用
は
３
億
３
８
４
２
万
円

で
、
当
年
度
純
利
益
は
１
９
３
万

円
と
な
っ
た
。

歳出

歳入

自主
財

源

財

源

存

依

町税

農林水産業費

公債費

地方交付税

総務費

町債

国庫支出金

民生費

教育費

土木費

消防費

衛生費

繰越金

分担金及び負担金

県支出金

その他

商工費
議会費

災害復旧費

９億2126万円
（6.50％）

２億9694万円
（2.10％）

１億5229万円
（1.08％）

47億2410万円
（33.36％）33億9172万円

（23.95％）

12億1128万円
（8.55％）

21億7542万円
（15.36％）

２億9740万円
（2.10％）

依存財源その他内訳（単位：万円）
　地方譲与税 7426
　利子割交付金 58
　配当割交付金 169
　株式等譲渡所得割交付金 169
　地方消費税交付金 20930
　自動車取得税交付金 278
　地方特例交付金 568
　交通安全対策特別交付金 142

26億772万円
（19.31％）

12億7750万円
（9.46％）

33億3567万円
（24.70％）

15億1503万円
（11.22％）

16億9929万円
（12.58％）

４億481万円
（3.00％）

10億1840万円
（7.54％）

８億3618万円
（6.19％）

２億7461万円
（2.03％）

４億481万円
（3.18％）

１億486万円
（0.78％）

歳入決算額
141億6160万円

歳出決算額
135億414万円

［第１表］一般会計歳入・歳出の状況
※金額は、各項目とも円単位で計算した額を、万円

　未満四捨五入し計上しているため、合計金額が一致し

　ない場合がある。

自主財源　16.68％
依存財源　83.32％

その他
９億9120万円

（7.00％）

自主財源その他内訳
（単位：万円）

　使用料及び手数料 5407
　財産収入 4192
　寄附金 41751
　繰入金 35481
　諸収入 12289

歳入歳出

差引残額

翌年度へ繰越
すべき財源

実質収支
前年度

実質収支
単年度収支

6億5746万円 1億459万円 5億5287万円 2億3794万円 3億1493万円
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委
員
会
の
質
疑
か
ら
（
一
部
抜
粋
）

委
員
会
の

附
帯
意
見

     

国民健康保険特別会計 2,139,479,091 1,951,074,280 0 188,404,811 ▲134,903,467

国民健康保険診療施設特別会計 1,162,377,027 1,156,897,011 0 5,480,016 2,749,912

へき地診療施設特別会計 56,475,438 53,629,451 0 2,845,987 ▲9,039,686

介護保険特別会計 1,344,175,578 1,299,968,034 0 44,207,544 9,662,729

簡易水道特別会計 35,371,072 32,577,512 0 2,793,560 74,091,257

諸浦港埠頭特別会計 11,045,671 8,080,132 0 2,965,539 1,291,728

農業集落排水特別会計 51,362,853 50,191,729 0 1,171,124 1,603,908

漁業集落環境整備特別会計 42,640,997 41,536,553 0 1,104,444 ▲3,346

特定地域生活排水処理特別会計 12,220,150 11,343,753 0 876,397 ▲715,834

水産種苗供給特別会計 23,964,932 22,640,050 0 1,324,882 ▲835,842

後期高齢者医療特別会計 137,761,447 137,097,529 0 663,918 ▲188,120

太陽光発電特別会計 183,520,754 110,376,864 0 73,143,890 ▲2,393,979

観光施設特別会計 130,052,690 150,022,166 0 ▲19,969,476 ▲11,668,573

合　　　計 5,330,447,700 5,025,435,064 0 305,012,636 ▲70,349,313

区　　　分 歳入総額 歳出総額
翌年度へ

繰越すべき財源 実質収支額 単年度収支

（単位：円）［第２表］特別会計の収支の状況

［第３表］水道事業会計の収支の状況

収益的収支（経常的な運営経費） 資本的収支（水道施設整備などの投資的経費）

収入 支出 差引 収入 支出 差引

359,414,986 353,711,216 5,703,770 0 124,620,362 ▲124,620,362

水道事業

（単位：円）

※水産種苗供給特別会計は令和３年３月31日で廃止となり、余剰金は令和３年度一般会計の歳入に編入された。

※不足分は、損益勘定留保資金、消費税及び地方消費税資本的収支調整額で補填した。

▼
企
画
財
政
課

Ｑ
．
地
方
債
残
高
が
増
加

し
て
い
る
が
、
方
針
は
。

Ａ
．
令
和
３
年
度
か
ら
は

財
政
健
全
化
に
向
け
予
算

規
模
の
縮
小
を
行
っ
た
。

財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

で
は
、
今
後
償
還
額
が
多

く
な
る
た
め
、
起
債
額
を

減
額
し
て
い
く
予
定
。

▼
総
務
課

Ｑ
．
包
括
業
務
委
託
は
、

関
係
経
費
を
総
務
課
で
、

人
件
費
を
各
課
が
予
算
化

し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う

な
管
理
体
制
か
。

Ａ
．
人
件
費
は
各
課
に
割

り
振
っ
て
い
る
が
、
実
際

は
総
務
課
で
支
出
し
て
い

る
。

▼
税
務
課

Ｑ
．不
能
欠
損
の
状
況
は
。

Ａ
．
令
和
２
年
度
は
、
２

７
８
件
、
約
３
６
４
万
円

で
あ
っ
た
。
地
方
税
法
に

基
づ
く
も
の
が
２
６
５

件
、
介
護
保
険
法
に
基
づ

く
も
の
が
13
件
。

▼
耕
地
課

Ｑ
．
令
和
２
年
度
の
災
害

復
旧
事
業
（
繰
越
分
）
の

状
況
は
。

Ａ
．
88
件
の
う
ち
66
件
が

完
成
し
た
。
残
り
も
年
度

内
に
完
成
予
定
。

▼
水
産
商
工
課

Ｑ
．
観
光
施
設
特
別
会
計

で
繰
上
充
用
を
し
て
い
る

赤
字
部
分
は
、
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
な
ど
で
対
応

で
き
な
か
っ
た
か
。

Ａ
．
令
和
２
年
度
は
包
括

業
務
委
託
と
し
て
い
た
の

で
、
交
付
金
に
よ
る
赤
字

補
填
は
し
な
か
っ
た
。

▼
水
道
課

Ｑ
．
下
水
道
事
業
で
、
町

の
負
担
が
少
な
く
な
ら
な

い
か
。

Ａ
．
施
設
を
縮
小
し
人
口

に
見
合
う
浄
化
槽
に
換
え

る
な
ど
、
最
適
な
方
法
を

検
討
す
る
。

令
和
２
年
度
の
決
算

は
、
次
の
意
見
を
付
し
て

認
定
し
た
。

①
包
括
業
務
委
託
は
、
人

件
費
抑
制
も
目
的
の
ひ
と

つ
。
わ
か
り
や
す
い
予
算

編
成
を
。

②
観
光
施
設
特
別
会
計
で

は
、
赤
字
解
消
の
方
法
と

し
て
臨
時
交
付
金
を
活
用

す
る
な
ど
、
今
後
の
予
算

編
成
で
検
討
を
。

③
鷹
巣
診
療
所
は
、
当
初

設
計
に
基
づ
い
た
施
設
運

営
に
努
め
、
利
用
者
（
町

民
）
の
目
線
で
対
応
を
。

④
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
イ
ベ

ン
ト
費
用
な
ど
の
執
行
残

が
多
い
。
補
正
が
必
要
と

な
っ
た
予
算
は
、
減
額
、

事
業
内
容
の
見
直
し
を
行

い
、
適
正
な
執
行
を
。

事業の成果を確認する委員
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町政を問う
一般質問

一
般
質
問
と
は
…

　

各
議
員
が
住
民
の
代
表
と
し
て
、

町
の
行
財
政
全
般
に
わ
た
り
、
事
務

の
執
行
状
況
や
将
来
に
対
す
る
方
針

を
聞
き
、
町
当
局
の
考
え
方
や
疑
問

を
た
だ
す
こ
と
。

単
に
疑
問
を
は
ら
し
、
事
実
関
係

を
明
ら
か
に
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

現
行
政
策
の
見
直
し
や
新
規
政
策
を

提
言
す
る
な
ど
、
議
員
の
重
要
な
活

動
で
あ
る
。

令
和
３
年
第
３
回
定
例
会
（
９
月
）

で
は
次
の
５
人
の
議
員
が
質
問
し
た
。

１　前田　穗（７ページ）

・薄井地区の危険箇所対策は

・温泉センター　営業時間の見直しを

５　小田　勝志（11ページ）

・新型コロナウイルス感染症対策は

・革新的種苗生産の経緯と今後の取り組みは

４　竹山　司郎（10ページ）

・県道長島宮之浦港線の冠水対策は

・県道葛輪瀬戸線の冠水対策は

３　兒玉　誠（９ページ）

・新型コロナウイルス感染症対策は

・長岡技科大、鹿児島高専との包括連携協定は

２　上筋　睦雄（８ページ）

・新型コロナウイルス感染症対策は

・通学路の安全確保と授業継続

・男女共同参画は

・脱炭素社会、持続可能な社会への取り組みは

・獅子島の交通、行政改革、観光振興は
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前
田　

穗

前
田　

穗  

議
員
議
員

前
田　

写
真
①
②
は
令
和

２
年
、
③
は
平
成
26
年
、

④
は
両
方
の
豪
雨
災
害
で

地
す
べ
り
・
亀
裂
が
発
生

し
た
。
地
目
が
山
林
、
雑

種
地
な
ど
の
た
め
、
補
助

事
業
で
復
旧
が
で
き
ず
、

手
つ
か
ず
の
ま
ま
と
な
っ

て
い
る
。

　

今
後
、
時
間
雨
量
１
０

０
㍉
以
上
の
豪
雨
で
二
次

災
害
が
起
き
る
と
、
周
辺

に
人
家
が
あ
り
危
険
で
あ

手つかずのままの危険箇所。
今後の対策は

協議を進め、対策を図る

薄
井
地
区
５
カ
所
の

豪
雨
災
害
の
現
状
と

今
後
の
対
策
は

る
た
め
、
対
策
を
と
れ
な

い
か
。

町
長　

①
②
③
は
町
で
の

対
応
は
非
常
に
難
し
い
事

業
で
あ
る
が
、
急
傾
斜
事

業
な
ど
の
採
択
基
準
を
満

た
す
の
か
県
と
協
議
し
て

い
く
。

　

と
く
に
②
に
つ
い
て

は
、
危
険
性
が
広
範
囲
に

及
ぶ
と
こ
ろ
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
。

前
田　

①
の
上
に
町
の
貯

水
池
が
あ
り
、
そ
の
管
理

道
路
の
流
末
が
原
因
の
ひ

と
つ
と
考
え
ら
れ
る
が
。

町
長　

管
理
道
路
で
影
響

が
あ
っ
た
部
分
は
、
町
で

責
任
を
持
っ
て
対
応
す

る
。

前
田　

④
に
つ
い
て
は
、

平
成
26
年
９
月
議
会
で
質

問
し
た
が
、
そ
の
後
の
進

展
は
。

町
長　

一
般
海
岸
で
あ

答

温
泉
セ
ン
タ
ー
の
営

業
時
間
を
午
前
中
に

前
田　

料
金
値
上
げ
は
仕

方
な
い
が
、
１
０
０
円
バ

ス
利
用
者
の
利
便
性
を
図

る
た
め
、
10
時
か
11
時
の

開
館
は
で
き
な
い
か
。
ま

た
指
定
管
理
の
考
え
は
。

町
長　

時
間
変
更
に
つ
い

て
は
、
今
年
４
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
な
の

で
、
し
ば
ら
く
様
子
を
見

た
い
。

　

指
定
管
理
に
つ
い
て

は
、
７
月
に
指
定
管
理
者

選
定
委
員
会
を
開
催
し

た
。
委
員
か
ら
、
前
回
の

指
定
管
理
者
の
撤
退
の
経

緯
や
施
設
を
分
け
て
の
募

集
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
時
期

尚
早
で
あ
る
と
の
意
見
が

あ
っ
た
。

　

施
設
運
営
上
、
指
定
管

理
は
ひ
と
つ
の
方
策
で
あ

る
が
、
今
後
段
階
的
に
実

施
し
て
い
く
な
ど
の
協
議

を
進
め
た
い
。

り
、
良
い
方
策
を
探
し
て

い
る
が
、
万
策
尽
き
て
い

る
状
況
で
あ
る
。

　

今
の
と
こ
ろ
、
火
ノ
浦

で
の
災
害
に
準
ず
る
対
策

を
図
る
考
え
で
あ
る
。

前
田　

⑤
は
県
に
よ
る
急

傾
斜
工
事
後
、
数
十
年
経

過
し
て
い
る
。

　

立
木
が
大
き
く
な
り
、

豪
雨
に
よ
る
地
す
べ
り
の

危
険
が
あ
る
が
対
策
は
。

町
長　

立
木
が
法
面
に
影

響
を
与
え
る
よ
う
で
あ
れ

ば
、
県
と
協
議
し
て
対
策

を
図
る
。

発生から手つかずのままとなっている、薄井地区の危険箇所

写真①

写真③写真④写真⑤ 写真②
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上
筋　

睦
雄

上
筋　

睦
雄  

議
員
議
員

上
筋　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
は
、
６
次
ま

ん
延
の
可
能
性
も
あ
る
。

状
況
に
よ
り
町
民
に
対
す

る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
、
抗
原
検

査
を
実
施
す
る
か
。
対
人

接
触
の
頻
繁
な
、
医
療
従

事
者
な
ど
へ
の
定
期
的
な

検
査
は
。

町
長　

考
え
て
い
な
い
。

上
筋　

自
宅
療
養
者
に
対

す
る
「
巡
回
診
療
」「
日

常
生
活
支
援
」
は
。

灯台線沿線に植栽されたヒマワリ（上）と
長崎鼻灯台

町
長　

随
時
保
健
所
と
協

力
し
な
が
ら
検
討
す
る
。

上
筋　

町
内
医
療
機
関
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
は
。

町
長　

現
在
な
い
。

上
筋　

抗
体
カ
ク
テ
ル
療

法
な
ど
の
治
療
法
の
導
入

は
。

町
長　

必
要
性
は
理
解
し

て
い
る
。
導
入
は
な
い
。

抗体カクテル療法の導入は

必要性は理解している

感
染
症
対
策
は

通
学
路
の
安
全
は

上
筋　

ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン

の
整
備
は
。

町
長　

転
落
・
横
断
防
止

柵
、
減
速
マ
ー
キ
ン
グ
、

横
断
歩
道
部
を
少
し
高
く

す
る
「
ハ
ン
プ
」
な
ど
の

方
法
も
あ
る
。

答

獅
子
島
の
交
通
は

上
筋　

葛
輪
片
側
航
路
を

町
道
に
指
定
し
、
町
の
補

助
が
で
き
な
い
か
。

町
長　

補
助
は
国
の
基
準

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は

上
筋　

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

の
整
備
は
。

多
様
性
を
認
め
合
う

上
筋　

「
男
女
共
同
参
画

基
本
条
例
」
の
制
定
は
。

町
長　

条
例
の
制
定
で
は

な
く
基
本
計
画
に
基
づ
い

て
取
り
組
む
。

脱
炭
素
社
会
は

上
筋　

町
は
「
二
酸
化
炭

素
ゼ
ロ
宣
言
」
を
し
た
。

「
長
島
町
環
境
基
本
条
例
」

の
制
定
は
。

町
長　

脱
炭
素
社
会
構
築

に
つ
い
て
は
、
数
歩
先
を

進
む
状
況
を
つ
く
る
。

事
務
の
Ａ
Ｉ
化
は

上
筋　

業
務
の
デ
ジ
タ
ル

化
、
相
談
、
サ
ー
ビ
ス
の

デ
リ
バ
リ
ー
化
は
。

観
光
振
興
は

上
筋　

長
崎
鼻
灯
台
線
沿

線
に
ヒ
マ
ワ
リ
を
植
栽
、

「
海
の
日
」、
毎
年
７
月
20

日
前
後
に
海
上
保
安
庁
と

の
共
同
イ
ベ
ン
ト
、「
ラ

イ
ト
ハ
ウ
ス
＆
サ
ン
フ
ラ

ワ
ー
フ
ェ
ス
タ
」
を
企
画

し
て
は
ど
う
か
。

町
長　

道
路
完
成
後
検
討

す
る
。

教
育
長　

国
や
県
の
状
況

を
見
据
え
て
い
く
。

に
従
っ
て
い
る
。

上
筋　

原
発
事
故
に
備
え

る
た
め
、
長
島
・
獅
子
島
・

天
草
市
御
所
浦
島
に
通
じ

る
大
規
模
災
害
避
難
道
路

の
整
備
要
望
は
。

町
長　

獅
子
島
は
Ｕ
Ｐ
Ｚ

圏
外
。
不
知
火
海
道
路
は

困
難
、
三
県
架
橋
で
避
難

道
路
確
保
。

町
長　

行
政
シ
ス
テ
ム
の

全
国
標
準
化
を
待
つ
。
デ

リ
バ
リ
ー
化
は
人
が
足
り

な
い
。
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兒
玉　

誠

兒
玉　

誠  

議
員
議
員

兒
玉　

専
門
家
が
「
ス
ペ

イ
ン
風
邪
に
匹
敵
す
る
１

０
０
年
に
一
度
の
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
」
と
述
べ
る
な
ど

危
機
的
状
況
と
な
っ
て
い

る
。
ワ
ク
チ
ン
の
集
団
接

種
・
個
別
接
種
の
状
況
は
。

町
長　

65
歳
以
上
の
高
齢

者
が
90
％
を
超
え
、
中
学

生
か
ら
64
歳
ま
で
が
２
回

目
で
83
％
と
な
っ
て
い

る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
状
況
は

冷
蔵
庫
の
利
用
協
議
は

兒
玉　

今
年
度
エ
ネ
ル

ギ
ー
事
業
で
冷
蔵
庫
を
２

基
設
置
す
る
が
、
デ
コ
ポ

ン
用
と
聞
い
た
が
生
産
者

団
体
と
の
協
議
は
。

町
長　

協
議
は
し
て
い
な

い
。
今
後
活
用
す
る
中
で

協
議
す
る
。

キクラゲ栽培の目的は

多目的に試験研究を行なう答

３
回
目
接
種
の
情
報
は

兒
玉　

３
回
目
の
接
種
が

必
要
と
の
話
が
あ
る
が
、

国
か
ら
の
情
報
は
。

町
長　

国
内
で
は
、
ま
だ

ワ
ク
チ
ン
が
足
り
な
い
状

況
で
、
国
か
ら
は
通
達
も

何
も
来
て
い
な
い
。

地
方
創
生
臨
時
交
付
金

事
業
の
執
行
状
況
は

兒
玉　

施
設
整
備
や
プ
レ

ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
な
ど

が
予
算
化
さ
れ
た
が
、
執

行
状
況
は
。

町
長　

こ
の
交
付
金
を
活

用
し
て
26
事
業
２
億
２
１

包
括
連
携
協
定
の
各

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

兒
玉　

長
島
町
・
長
岡
技

術
科
学
大
学
・
鹿
児
島
高

等
専
門
学
校
の
３
者
に
よ

る
包
括
連
携
協
定
に
よ

る
、
産
業
・
環
境
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
教
育
・
施
設
の
４

部
門
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

実
施
状
況
は
。

町
長　

キ
ャ
ン
パ
ス
誘

致
、人
材
育
成
イ
ベ
ン
ト
、

革
新
的
ジ
ャ
ガ
イ
モ
種
苗

生
産
に
係
る
実
証
実
験
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
事
業
な

ど
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。

教
育
長　

「
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
デ
イ
ズ
」
で
留
学
生

と
の
国
際
交
流
、「
わ
く

わ
く
ど
き
ど
き
科
学
実
験

教
室
」
に
大
学
が
３
ブ
ー

冷蔵庫を設置予定の指江支所車庫

０
０
万
円
を
予
算
化
し
執

行
し
て
い
る
。

　

事
業
継
続
支
援
金
は
81

件
で
７
９
５
万
円
。
執
行

率
は
28
・
９
％
。

ス
設
置
し
た
。

キ
ク
ラ
ゲ
栽
培
技
術

開
発
の
目
的
は

兒
玉　

獅
子
島
で
キ
ク
ラ

ゲ
栽
培
を
す
る
た
め
か
、

ダ
テ
グ
を
少
な
く
す
る
た

め
か
、
二
酸
化
炭
素
を
利

【町内のワクチン接種状況】

○65歳以上　対象者3,910人

　１回目接種　3,654人（93.45）

　２回目接種　3,599人（92.05）

○中学生以上64歳以下　対象者5,088人

　１回目接種　4,429人（87.05）

　２回目接種　4,249人（83.51）

◎全体　対象者8,998人

　１回目接種　8,083人（89.83）

　２回目接種　7,848人（87.22）

　※（ ）内の数値は接種率（％）

旧獅子島小学校にあるキクラゲ栽培設備

用
す
る
た
め
か
。

町
長　

農
作
物
と
し
て
の

確
立
、
発
生
し
た
炭
酸
ガ

ス
の
果
樹
ハ
ウ
ス
へ
の
利

用
な
ど
、
多
目
的
に
試
験

研
究
を
行
う
も
の
。

兒
玉　

連
携
協
定
と
は
、

ウ
ィ
ン
・
ウ
ィ
ン
の
関
係

を
築
く
こ
と
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

検
証
・
見
直
し
を
し
な
が

ら
の
実
施
、
見
え
る
化
を

図
り
、
連
携
協
定
を
継
続

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
再
点

検
を
求
め
る
。
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竹
山　

司
郎

竹
山　

司
郎  

議
員
議
員

竹
山　

県
道
長
島
宮
之
浦

港
線
の
小
浜
地
区
に
お
い

て
、
側
溝
の
蓋
を
グ
レ
ー

チ
ン
グ
に
変
更
し
た
が
、

今
回
の
長
雨
で
ま
た
道
路

が
冠
水
し
た
。

　

側
溝
の
出
口
（
流
末
）

を
広
く
し
て
は
ど
う
か
。

町
長　

８
月
11
日
か
ら
17

日
ま
で
の
豪
雨
に
伴
い
、

一
時
通
行
止
め
と
な
っ

た
。

　

出
口
を
広
く
す
る
工
事

を
行
っ
た
。

竹
山　

ま
た
手
前
の
川
内

集
落
側
も
よ
く
冠
水
す
る

が
、
対
策
は
。

町
長　

対
策
を
検
討
、
協

議
し
た
結
果
、
毎
回
水
が

た
ま
る
３
カ
所
ほ
ど
に
つ

い
て
、
対
応
を
図
ろ
う
と

計
画
し
て
い
る
。

竹
山　

田
ん
ぼ
に
も
回
っ

て
み
る
と
、
川
か
海
か
わ

か
ら
な
い
よ
う
な
状
況
で

あ
っ
た
。

　

護
岸
の
か
さ
上
げ
が
必

要
で
は
な
い
か
。

町
長　

小
浜
川
に
つ
い
て

は
、
県
に
対
し
全
面
的
な

河
川
対
策
の
改
良
を
強
く

要
望
す
る
。

県道の冠水対策は

県
道
長
島
宮
之
浦
港

線
の
冠
水
対
策
は

対策を県に強く要望する

県
道
葛
輪
瀬
戸
線
は

答

竹
山　

県
道
葛
輪
瀬
戸
線

も
大
雨
が
降
る
た
び
に
通

行
止
め
に
な
る
が
、
県
に

要
望
を
し
て
い
る
か
。

町
長　

同
路
線
も
８
月
11

日
か
ら
17
日
ま
で
の
豪
雨

に
伴
い
、
一
時
通
行
止
め

と
な
っ
た
。

　

引
き
続
き
、
県
に
強
く

要
望
を
行
っ
て
い
く
。
県

と
し
て
も
、
優
先
的
に
対

応
し
て
く
れ
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

平常時の小浜川周辺

８月豪雨で冠水した小島地区

豪雨により川が増水し、山腹からは滝のように
雨水が流れ出ている
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小
田　

勝
志

小
田　

勝
志  

議
員
議
員

町として後押しする

種芋生産技術、
農家への後押しは

小
田　

８
月
20
日
か
ら
９

月
12
日
ま
で
県
内
全
域
に

対
し
て
要
請
が
出
さ
れ

た
。

　

県
の
要
請
に
応
じ
協
力

さ
れ
た
事
業
者
の
協
力
金

は
ど
の
よ
う
な
方
法
で
支

給
さ
れ
る
の
か
。

町
長　

協
力
金
支
給
に
対

す
る
負
担
割
合
は
、
国
８

割
、
県
・
町
が
各
１
割
で
、

本
町
の
負
担
は
、
５
９
８

ま
ん
延
防
止
等
重
点

措
置
に
伴
う
時
短
要

請
協
力
金
の
対
応
は

答

小
田　

長
岡
技
術
科
学
大

学
へ
、
平
成
28
年
度
に
２

０
０
万
円
を
補
助
し
、
29

年
度
か
ら
令
和
２
年
度
ま

で
研
究
委
託
料
と
し
て
、

計
４
７
０
０
万
円
を
支
給

し
た
。

　

種
苗
生
産
の
成
果
は
。

町
長　

こ
れ
ま
で
に
、
５

カ
所
の
ほ
場
で
栽
培
試
験

を
行
い
、
種
芋
栽
培
の
収

穫
デ
ー
タ
を
集
積
し
て
い

る
。
町
と
大
学
が
共
同
で

ウ
イ
ル
ス
フ
リ
ー
の
種
芋

の
研
究
を
開
始
し
、
革
新

的
な
種
芋
生
産
技
術
手
法

を
確
立
し
た
。

革
新
的
種
苗
生
産

（
ジ
ャ
ガ
イ
モ
）
の

成
果
は

ほ場やビニールハウスでの実証実験

万
６
千
円
で
あ
る
。

　

申
請
方
法
は
、
９
月
13

日
か
ら
11
月
５
日
ま
で
に

県
の
事
務
局
へ
申
請
書
を

直
接
送
付
す
る
。

小
田　

町
内
全
域
の
種
苗

生
産
は
で
き
る
の
か
。

町
長　

春
バ
レ
イ
シ
ョ
の

植
え
付
け
面
積
が
約
８
０

０
㌶
で
あ
る
た
め
、
種
芋

生
産
に
は
約
70
㌶
必
要
と

な
る
。
ほ
場
を
確
保
で
き

る
か
が
鍵
と
な
る
。

小
田　

種
苗
生
産
の
法

人
、
会
社
設
立
は
で
き
る

の
か
。

町
長　

先
進
地
研
修
や
資

料
収
集
に
よ
り
、
独
自
で

経
営
収
支
の
試
算
を
し
た

結
果
、
黒
字
化
の
見
込
が

低
い
と
懸
念
し
て
お
り
、

法
人
な
ど
の
設
立
の
考
え

は
な
い
。

小
田　

長
岡
技
科
大
と
の

今
後
の
連
携
協
定
は
。

町
長　

町
、
長
岡
技
科

大
、
鹿
児
島
高
等
専
門
学

校
の
包
括
的
連
携
協
定
に

基
づ
き
、
産
業
振
興
、
環

境
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
教
育

の
分
野
で
連
携
を
図
っ
て

い
く
。

小
田　

今
後
、
農
家
や
法

人
が
こ
の
種
芋
生
産
技
術

を
活
用
す
る
場
合
、
町
の

後
押
し
は
で
き
る
の
か
。

町
長　

ど
の
よ
う
な
方
法

に
な
る
か
は
わ
か
ら
な
い

が
、
町
と
し
て
後
押
し
す

る
考
え
で
あ
る
。
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委
員
会
で
詳
細
に
チ
ェ
ッ
ク

　
定
例
会
で
提
出
さ
れ
た
議
案
６
件
を
二
つ
の
常
任
委

員
会
で
審
査
し
ま
し
た
。
各
委
員
会
の
主
な
審
議
内
容

を
紹
介
し
ま
す
。

総
務
民
生
常
任
委
員
会　

委
員
長　

前
田　

穗

指
江
支
所
庁
舎
改
修
工
事

請
負
契
約
の
変
更

▼
総
合
管
理
課

Ｑ
．
予
算
の
執
行
状
況
か

ら
、
変
更
契
約
で
は
な

く
、
別
途
発
注
の
考
え
は

な
か
っ
た
か
。

Ａ
．
変
更
契
約
と
別
途
発

注
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、

変
更
契
約
の
方
が
、
現
場

管
理
費
な
ど
が
安
価
に
な

る
と
判
断
し
、
予
算
の
有

効
活
用
を
図
っ
た
。

Ｑ
．
１
階
の
公
金
取
扱
所

は
、
ど
の
よ
う
な
改
修
内

容
か
。

Ａ
．
設
置
場
所
を
現
在
の

位
置
よ
り
（
正
面
玄
関
か

ら
見
て
）
左
側
に
移
動
し

防
犯
対
策
に
考
慮
し
た
改

修
で
あ
る
。

過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計

画
の
策
定

▼
企
画
財
政
課

Ｑ
．計
画
策
定
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
手
法
で
行
っ

た
の
か
。

Ａ
．
町
執
行
部
が
主
導
し

て
作
成
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
た
う

え
で
策
定
し
た
。

Ｑ
．
各
種
事
業
内
容
に
つ

い
て
、
追
加
や
変
更
の
意

見
が
あ
る
が
、
修
正
な
ど

を
す
る
の
か
。

Ａ
．
今
回
は
提
案
し
た
過

疎
計
画
で
お
願
い
し
た

い
。

　

今
後
に
お
い
て
は
、
必

要
に
応
じ
て
ロ
ー
リ
ン
グ

を
行
い
、
追
加
・
変
更
な

ど
が
あ
れ
ば
、
議
案
と
し

て
提
案
す
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算

▼
企
画
財
政
課

Ｑ
．
学
校
教
育
施
設
整
備

基
金
に
つ
い
て
、
目
標
や

積
立
計
画
が
あ
る
の
か
。

Ａ
．
目
標
は
な
い
。
来
年

度
以
降
の
基
金
積
立
計
画

も
な
い
が
、
今
後
は
学
校

の
大
規
模
改
修
や
統
合
再

編
に
対
応
で
き
る
よ
う
に

積
み
立
て
を
し
て
い
き
た

い
。

▼
町
民
保
健
課

Ｑ
．
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
係
る
時
間

外
手
当
は
、
今
回
の
補
正

予
算
で
十
分
か
。

Ａ
．
今
後
は
国
・
県
へ
の

実
績
報
告
な
ど
事
務
的
業

務
が
主
と
な
る
た
め
、
今

回
の
補
正
予
算
で
対
応
で

き
る
見
込
み
で
あ
る
。

▼
介
護
環
境
課

Ｑ
．
役
場
正
面
玄
関
に

サ
ー
マ
ル
カ
メ
ラ
が
あ
る

が
、
こ
れ
ま
で
に
発
熱
警

報
が
作
動
し
た
こ
と
が

あ
っ
た
か
。

Ａ
．
今
ま
で
発
熱
に
よ
る

警
報
が
作
動
し
た
こ
と
は

な
い
。
た
だ
し
、
外
気
温

が
高
い
日
に
、
感
知
器
が

熱
風
に
反
応
し
誤
作
動
し

た
こ
と
は
あ
る
。

改修が進む指江支所１階

国
民
健
康
保
険
診
療
施
設

特
別
会
計
補
正
予
算

▼
診
療
所

Ｑ
．報
償
金
に
つ
い
て
は
、

当
初
予
算
で
計
上
さ
れ
て

い
た
が
、
今
回
の
増
額
の

理
由
は
。

Ａ
．
退
職
者
へ
の
報
償
金

を
支
払
っ
た
こ
と
で
、
非

常
勤
医
師
の
不
足
す
る
報

償
金
の
見
込
額
を
計
上
し

て
い
る
。

役場正面玄関に設置されているサーマルカメラ
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建
設
経
済
文
教
常
任
委
員
会　

委
員
長　

小
田　

勝
志

一
般
会
計
補
正
予
算

▼
耕
地
林
務
課

Ｑ
．
県
営
事
業
負
担
金
の

負
担
率
は
い
く
ら
に
な
る

の
か
。

Ａ
．
畑
地
総
合
整
備
事
業

が
18
・
65
％
、
農
業
水
路

等
長
寿
命
化
・
防
災
減
災

事
業
が
20
％
と
な
っ
て
い

る
。

▼
社
会
教
育
課

Ｑ
．
総
合
運
動
公
園
施
設

の
周
辺
に
防
風
林
な
ど
を

設
置
す
る
計
画
で
あ
っ
た

が
。

Ａ
．
周
辺
に
は
フ
ェ
ン
ス

を
設
置
す
る
計
画
で
あ

る
。

▼
建
設
課

Ｑ
．
県
単
砂
防
の
う
ち
、

片
側
川
の
土
砂
撤
去
の
場

所
は
ど
こ
か
。

Ａ
．
片
側
川
第
二
谷
川
に

あ
る
砂
防
ダ
ム
で
、
ス

リ
ッ
ト
部
分
に
た
ま
っ
た

土
砂
な
ど
の
撤
去
を
行
な

う
。

　

多
目
的
ダ
ム
の
堆
積
物

除
去
も
、
現
在
、
河
川
工

事
中
の
た
め
、
必
要
が
あ

れ
ば
担
当
課
と
調
整
す

る
。

▼
水
産
景
観
課

Ｑ
．
薄
井
港
の
浮
き
桟
橋

を
撤
去
・
新
設
す
る
と
の

こ
と
で
あ
る
が
、
現
在
片

側
港
に
仮
置
き
し
て
い
る

も
の
か
。
ま
た
完
成
予
定

は
。

Ａ
．
片
側
港
に
仮
置
き
し

て
い
る
も
の
は
乳
ノ
瀬
港

の
も
の
で
あ
る
。
薄
井
港

新
設
部
分
も
、
乳
ノ
瀬
港

も
本
年
度
完
成
予
定
で
あ

る
。

▼
農
政
課

Ｑ
．
農
業
・
農
村
活
性
化

総合運動公園の進捗状況を確認する委員

推
進
施
設
事
業
費
の
う

ち
、
共
同
で
利
用
す
る
ド

ロ
ー
ン
導
入
の
使
用
目
的

は
何
か
。
ま
た
操
作
免
許

の
有
無
は
。

Ａ
．
稲
作
へ
の
農
薬
散
布

用
で
対
象
面
積
が
18
・
９

㌶
、
鷹
巣
地
区
営
農
推
進

協
議
会
会
員
の
う
ち
５
名

が
免
許
を
取
得
し
て
い

る
。

傍
聴
の
際
は

　

感
染
対
策
を

　

長
島
町
議
会
で
は
、
傍
聴
者
を

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
傍
聴

に
お
越
し
の
際
は
、
マ
ス
ク
の
着

用
、
手
指
消
毒
な
ど
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

　

本
会
議
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
役
場
ロ

ビ
ー
に
設
置
し
て
あ
る
テ
レ
ビ
で

も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

次
の
定
例
会
は
12
月
に
開
会
さ

れ
ま
す
。

▼
農
業
委
員
会

Ｑ
．
任
期
満
了
に
伴
う
農

業
委
員
の
募
集
は
ど
の
よ

う
な
方
法
で
行
な
う
の

か
。

Ａ
．
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
チ
ラ
シ
に
よ
り
周
知
す

る
。農薬散布用ドローン
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議

会

の

う

ご

き

７　

月

８　

月

編集後記編集後記

【
発
行
責
任
者
】議　

　

長　

林　
　

義
明

【
編　

集
】

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委

員

長　

兒
玉　
　

誠

副
委
員
長　

二
階
堂　

猛

委　
　

員　

池
田　

安
彦

古
田　

一
博

福
永　

伸
親

９　

月

２
日

13
日

14
日

15
日

16
～
26
日

19
日

21
日

28
日

第
２
回
広
報
特
別
委
員
会
（
№
64
）

正
副
議
長
研
修
会　
　
　
　
　
　
　
　

（
鹿
児
島
市
）

議
会
運
営
委
員
会
（
第
４
回
臨
時
会
の
た
め
）

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
第
２
回
定
例
会（
出
水
市
）

決
算
審
査

第
４
回
臨
時
会

例
月
出
納
検
査

令
和
３
年
度
長
島
町
戦
没
者
追
悼
式

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
例
月
出
納
検
査（
阿
久
根
市
）

第
６
回
革
新
種
苗
調
査
特
別
委
員
会

　

コ
ロ
ナ
禍
が
２
年
近

く
続
い
て
い
ま
す
。

　

奈
良
時
代
、
天
平
の

流
行
り
病
「
天
然
痘
」
で
約
１
５
０
万

人
が
亡
く
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
１
９
８
０
年
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
根
絶

を
宣
言
し
ま
し
た
。
１
０
０
年
前
の
ス

ペ
イ
ン
風
邪
で
は
世
界
で
５
千
万
人
以

上
が
死
亡
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
時
と
比
較
す
る
と
、
医
療
水
準
や

政
府
・
自
治
体
の
対
応
、
情
報
な
ど
格

段
に
進
歩
し
て
い
る
今
日
。
コ
ロ
ナ
治

療
薬
の
開
発
も
進
む
な
ど
明
る
い
兆
し

も
見
え
始
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も

人
類
は
、
自
然
災
害
や
感
染
症
な
ど
幾

多
の
困
難
を
乗
り
越
え
て
今
が
あ
り
ま

す
。

　

長
島
の
主
要
作
物
サ
ツ
マ
イ
モ
に
は

糸
状
菌
に
よ
る
基
腐
病
が
ま
ん
延
し
て

い
ま
す
。
特
効
薬
が
な
く
、
農
家
の
苦

悩
が
続
い
て
い
ま
す
。
困
難
を
乗
り
越

え
る
た
め
、
人
類
の
英
知
に
期
待
し
た

い
も
の
で
す
。　
　
　
　
（
兒
玉　

誠
）

２
日

18
日

20
日

23
日

25
日

30
日

鹿
児
島
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
議
会
第
１
回
臨
時
会

（
鹿
児
島
市
）

第
７
回
革
新
種
苗
調
査
特
別
委
員
会

例
月
出
納
検
査

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
例
月
出
納
検
査（
阿
久
根
市
）

決
算
審
査
意
見
報
告

議
会
運
営
委
員
会
（
第
３
回
定
例
会
の
た
め
）

３
～
22
日

３
日

７
日

21
日

22
日

27
日

第
３
回
定
例
会

全
員
協
議
会
・
行
政
報
告
会

行
政
報
告
会

例
月
出
納
検
査

全
員
協
議
会

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
例
月
出
納
検
査（
阿
久
根
市
）

第
２
回
阿
久
根
地
区
消
防
組
合
議
会
臨
時
会

（
阿
久
根
市
）

昨
年
度
、
役
場
本
所
１
～
３
階
部
分
の
大
規
模

改
修
が
行
わ
れ
た
。

今
年
度
は
、
本
所
地
下
駐
車
場
を
倉
庫
に
改
修

す
る
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。
９
月
議
会
閉
会
後
、

工
事
に
併
せ
て
３
階
本
会
議
場
の
壁
や
天
井
の
模

様
替
え
に
着
手
し
た
。

12
月
の
第
４
回
定
例
会
で
は
、
真
新
し
く
な
っ

た
本
会
議
場
で
、
議
会
が
開
か
れ
る
。

議場の模様替え議場の模様替えをしていますをしています

白を基調とした議場内の完成イメージ（写真上）
と工事のため足場が組まれた議場内


